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東京電⼒は災害に対する学習能⼒が⽋如していた 官僚主義的な会社か？ 
 
今回の台⾵ 15 号の被害を受け、千葉県にはまだその電⼒復旧に⾄っていない地域がある。
東京電⼒は当初、台⾵通過のあくる⽇中に全⼾通電が可能であるように⾔っていたが、結局、
その被害は想定を超える甚⼤なもので、いまだ停電の地域があるということである。 
 
新聞記事では、この原因として「楽観主義バイア
ス」「実際には詳細な状況が把握できていない段
階で被害を過⼩評価し、楽観的な⾒通しを乱発し
てしまった」とある。これは、災害が起こったの
ちの話である。 
 
今回の災害が起こる前の被害想定はどうであっ
たのか？ その想定には瞬間⾵速 60m/秒の⾵が
吹くというシナリオはあったのか？ そのシナ
リオがあったとして、被災状況はどのように⾒積
もられていたのか？ たとえば、送電鉄塔が倒れ
るなどの想定離されていたのか？ このように、連想的に事態を予測すると、その⼼配は尽
きない。⼈はこれを「とり越し苦労」というかもしれないが、被害想定はこのくらいにリス
トアップする必要がある。 
 
その被害想定に対して、会社としては福島第⼀の時と同じく、資⾦を投⼊したくはないと考
える。これは企業としては⼗分に考えられる⾏動である。そこで、経営陣が、そして経営陣
より指⽰を受けた部⻑が、そして部⻑が課⻑に「費⽤を賭けなくても災害が起こらない策」
の⽴案を⽀持する。こうなると、後は組織の論理の必然で、課⻑はその⼤丈夫である理由を
ひたすらに考えることになる。かくして、60m/秒の強⾵もなんのその、災害に強い東京電
⼒が出来上がる。いわゆる「不沈艦伝説」である。そして、事態が起こったときに責められ
るのは家⻑であることは間違いない。 
 
こう考えていくと、天災の多くは⼈災に帰すべきである部分が多くある。東京電⼒は学習を
したにもかかわらず、まだその学習の本質、すなわち学習すべき内容を理解していなかった
のかもしれない。組織が変わるためには社⾵が変わる必要があるが、恐⻯はしっぽから出⾎
していても脳にはその信号が伝わるのに時間を要する。さて、どうするか？ 



前ページの図もこの記事より 
 

 


